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1. ポンタール使用経験
塚本嘉一，石井英彦，内海武夫
非ステロイド性抗炎症性鎮痛剤の一種メフェナム酸を
当科領域疾患の手術後底痛例に使用した。症例数 31例，
うち炎症性疾患、 17，腫蕩性疾患例 14。投与方法， 1 2"， 
capの屯服と 1日1000mg分4常用の 2種。成績，鎮痛
効果は著効，有効合わせて 24例。 (77.4%)。手術部位別
にみると鼻副鼻腔の場合有効率最高 (93.4%)，口腔扇桃
部が最低 (33.3%)であった。後者は鴨下構音などにあ
ずかり局所の安静が保たれにくく，かえって運動により
刺激が加わるゆえ痛みの自覚が強いと考えられる。他の
鎮痛剤との効力比較， グレラン 2ml皮下注， またはセ
デス 0.5 g屯服を本剤と相前後して用いた結果， グレラ
ン2ccはポンターJレ2cap (メフェナム酸 500mg)に
またセデス 0.5capはに相当した。抗炎症作用は他の抗
生剤を併用したために不明。副作用はほとんど認められ
なかった。文献では抗炎鎮痛効果は弱い中枢作用と強い
末柏、性の炎症前駆症状抑制作用との相互作用によるゆえ
術後の反応性底痛には好適の薬剤と考えられる。 
2. 両側側頭骨を侵したハンド・シユーラー・クリス
チャン氏病の一例
今野昭義，大門桃介，大島嘉平 
3才女子，初診時までに 1年間続いた両側の膿性耳漏
と2カ月来の右側耳周囲の腫脹を主訴として来院， レン
トゲン像にて両側，特に右側側頭骨部に広範な骨破壊像
を認め，組織診でハンド・シユーラー・クリスチャン氏
病と診断された症例について報告した。入院時，肝，牌，
リンパ腺，粘膜に病変認めず，全身状態も良好で，右側
側頭骨部の広範な肉芽除去と両側側頭骨部へのレントゲ
ン照射により経過は良好かと思われたが 6ヵ月後に左側
頭蓋の病変が急激に増悪し，全身に発疹を認め，死の転
帰をとった。 
3. 組織可溶性蛋白の電気泳動法濃縮法の検討
飯田義信，大峡慎蔵，加藤義信
組織可溶性蛋白の電気泳動結果の良否にはその方法の
ーっとして，濃縮法がかなりの影響を与える。わたくし
たちは支持体として，セパラックス，寒天(免疫電気泳
動)ポリアクリ Jレアミドゲルを用いて検討した。
濃縮法としてポリエチレングリコール 6，000および 
1，500， アラビアゴム，真空凍結乾燥を比較した。その
結果， セパラックスはグリコーJレ6ρ00，寒天免疫電気
泳動は真空凍結乾燥，ポリアクリルアミドゲ)レは試料ゲ、
ル，組孔ゲ、ルを加減することにより非濃縮が最良の電気
泳動像を得た。 
4. Sjogren氏症候群症例
石川博，小泉寿，古城直哉
稀有な男性症例一例を報告した。 
27才合 昭和 30年頃より両耳下腺の反復腫脹があり，
そのつど抗生剤で腫脹はとれていた。数カ所の病院で診
察をうけたが診断不明のため昭和 41年，千葉大耳鼻科
を訪れた。
唾液分泌能低下，耳下腺造影で，不規則斑紋状漏影，涙
分泌能の低下， ローズベンガJレ法陽性で，乾燥性角結膜
炎と断定した。関節痛はないが， CR-test，RA-test強陽
性で， rG および rM の増加著明。耳下腺生検像はリン
パ球様細胞増殖と，腺組織の萎縮脂肪化を認め Sjδgren
氏症候群と診断した。しかし，血液像，尿所見， 腎機
能，肝機能，胸部 X線像，心電図などには異常を認めな
かった。治療にはインドメサシンを用いている。反復性
腫脹は全く起こらなくなった。 
5. 舌根部停留甲状腺の一例
戸川清，児玉清人，志田隆三
臨床上まれな舌根部停留甲状腺の I例を報告した。患
者は 16才の女子工員で最近まで全く自覚しなかった。
訴えは咽頭部の異常感のみ。
やや小柄 (148cm)，全身状態(心，肺なりに異常
はない。舌根部中央に直径約 3cmで表面平滑，暗赤色
の球形腫癌を認めた。正中頚嚢腫を疑い手術の予定で入
院したが，念のため 1311スキャンニングを行なったと
ころ，腫癌に一致して uptakeがみられ，通常甲状腺の
あるべき位置には全くみられなかった。基礎代謝値は
